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上腸間膜動脈症候群 (�������������������
��������������, 以下 !"症候群) は十二指
腸の水平脚 (#��$������) が前方からは上腸間

膜動脈 (以下  !"), 後方からは腹部大動脈
(以下"�) に圧迫され通過障害を来たし, 周期
性嘔吐, 上腹部不快感, 腹痛, 食欲不振などを生
じる稀な疾患で, 急性胃拡張, 胃腸炎, 神経性食
思不振症などとして見過ごされる場合も多く, ま
た治療法について未だ一定の見解が得られていな
い｡ 今回, 我々は特徴的な徴候から診断に至り,
超音波による���%����での動的観察が治療に有
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 !"症候群は十二指腸水平脚が !"と"�に圧迫され通過障害を来たす稀な疾患で,
胃腸炎などとして見過ごされる場合も多く, 治療法について未だ一定の見解が得られてい
ない｡ 症例は8+歳男性, 頻回の嘔吐を主訴に受診｡ 胃拡張で入院歴あり｡ 体型は痩せ型｡
腹部単純写真, 腹部単純9:の特徴的な画像所見から本症と診断した｡ 本症の主な治療は
胃管による減圧, 脱水と電解質の補正, 食後の腹臥位または左側臥位の保持とされている
が, この体位が有効である根拠を示した報告はない｡ 自験例において超音波で動的観察を
行った結果, 体位変換により !"は重力に従って移動し, 同時に"�; !"��������は
大きく変化した｡ これらを詳細に検討した結果, ｢有効な体位は個体差があり,  !"が
"�の左側に位置する場合は左側臥位が有効, 右側に位置する場合は右側臥位が有効であ
る｣ との独自の新たな見解を見出し, 本見解を励行することで自験例は症状改善し, 再発
なく経過した｡
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